
 

 

 

 

 

 厳しい寒さが続いていますが、園内は子どもたちの元気な声と笑い声に溢れ、不思議と寒さを忘れて 

しまいます。寒さや乾燥が気になる時期ですので、感染症や風邪等に負けず、予防に気を配りながら子ども

達が元気に楽しく過ごしていけるよう、働きかけていきたいと思います。 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年２月 1 日 

蟹ヶ谷保育園 

３月の予定 

3日（火）ひなまつり 

1１日（水） 園医健診（0.1 歳児） 

13日（金） 卒園お祝い会 

18日（水） 大きくなったね会 

19日（木） お別れ遠足 

31日（火） 子ども達と異動職員の 

お別れ会 

2月の予定 
3日（火）節分集会（３～５歳児） 

5・6日（木・金）ごっこ遊び 

         （３～５歳児） 

12日（木）移動動物園 

18日（水）にこにこ集会 

         （０～２歳児） 

 ☆身体測定（月始め）・避難訓練 

 

～園長コラム～

蟹ヶ谷保育園は、３～５歳児クラスで定期的に「なかよし会」という異年齢の活動を行っています。時には

様々な遊びを設定して気の合う友達と一緒に回ったり、時には仲良し（異年齢）グループで保育士が設定した

防災コーナーを回ったりするなど様々な活動を進めています。その中で異年齢同士の関わりも深まり、園庭

でも自然と交流する姿が見られています。そして、なかよし会や異年齢散歩など様々な積み重ねから、後半に

なると、年長さんがコマ回しを教えてあげたり、花いちもんめや、だるまさんがころんだを一緒に楽しんだり

と遊びの継承が始まります。これも、クラスの中で友達と一緒に遊ぶ楽しさやルールを守る事の大切さを知

り、クラス以外のお友達とも遊びたい！という気持ちの中で生まれた主体的な関わりであります。そして、人

との温かいかかわりは、経験の中でしか学ぶことができず、それができるのが保育園という小さな社会であ

るのだと私は思います。喧嘩をしたり、思い通りにいかない事があったりしても、それでもやっぱり、お友達

と一緒にいると楽しい！おもしろい！心地よい！そんな事をたくさん感じられる保育園でありたいと思って

います。２月には、異年齢保育の集大成である「ごっこ遊び」が開催され、各グループの思考を凝らし 

 たコーナーが披露されます。そこでも、様々やり取りが子ども達の中から生まれてくることを楽しみ 

に見守っていきたいと思います。（ごっこ遊びの準備の様子を少しだけお伝えします） 

                    

 

 生きる力にあふれる子ども 

 

お化け屋敷の背景と「死神」です 

イルカショーのお供のジュースたちです 

「何でもホテル」の博物館の

中にある恐竜の骨です！ 

 

 イラスト出典：メイト 

       インプレス 


